
主催： NPO法人日本がんサバイバーシッ プネッ ト ワーク 共催： 岩手県

企業経営者・ 人事部門担当者・ 医療者・ 支援関係者・

がんなどの病気を抱えながら働く ご本人・ ご家族・ 一般県民等

どなたでもご参加いただけます。

後援／岩手県医師会、 岩手県歯科医師会、 岩手県薬剤師会、 岩手県看護協会、 岩手県対がん協会、

岩手産業保健総合支援センタ ー、 岩手県医療ソーシャルワーカー協会、 岩手日報社

医療の進歩により 、 がん診断後も 仕事を続ける人が増えています。 治療と 仕事の両立

への支援は、 働く 本人の安心感や意欲を高め、 組織の活性化にも つながり ます。 県内

には、 支援に向けて活用できる社会資源も たく さ んあり ます。 本セミ ナーでは、 実際

のがん体験談や、 パネルディ スカ ッ ショ ンを通じ て、「 両立支援」 のはじ めの一歩を

みんなで考えます。 ぜひご参加く ださ い。

in岩手
がん治療と 仕事の

両立支援セミ ナー

※当日は、 企業関係者や一般県民の方々に向けた参考資料の展示コーナーもあり ます。

※本セミ ナーは、 公益財団法人テルモ生命科学振興財団の活動助成を受けて開催し ます。

（ 申請中）

お申し 込みは

こ ちらから

2025年

13 :30-16 :00
（ 金）11 7 〈 開場 12 :30〉

●定員 100 名・ 参加費無料

●締め切り 10 月 31 日（ 金）

定員に達し 次第締め切らせていただきます

◆お申込みは FAX でも 受け付けます。 お名前・ メ ールアド レス・

ご所属（ 企業の方や医療職の方は必須）

・ お立場（ 企業関係者・ 医療職・ 患者・ 家族・ 一般県民など） を記載のう え、

FAX 019-626-0837 までお送り く ださ い。 両立に関するご質問も ご自由にどう ぞ。

FAX 番号のお間違えにご注意く ださ い。

事 前

申込制

会場 : 岩手県産業会館（ 産ビル） 7F 大ホール
盛岡市大通１ 丁目 2-1

 ( 岩手県保健福祉部医療政策室 )



治療と 仕事の両立をさ まざまな立場から考える

高橋 都 NPO 法人日本がんサバイバーシッ プネッ ト ワーク 代表理事、

岩手医大客員教授

岩手県出身。 内科医。 2013 ～ 2020 年に国立がん研究センタ ーがんサバイバーシッ プ支援部長と

し て両立支援の研究と 情報発信に従事。 同時期、 がん治療を受けながら 働く 夫を家族と し て支え

まし た。

菊地 文彦

治療と ハード ワークの両立に挑んでみた

岩手銀行取締役常務執行役員

舌がん経験者。 グループ会社代表を兼務し ていた 2022 年 11 月に発病。 のべ 4 か月にわたる入院

期間中は、 仕事と 治療の両立に果敢に挑戦。 全国紙への投稿や取引先向けの講演活動を行っ てい

ます。

村本 高史

がんを越えて働く と いう こと 　 ～当事者と 人事部門の立場から～

サッ ポロビール株式会社人事総務部プランニング・ ディ レク タ ー、

NPO 法人日本がんサバイバーシッ プネッ ト ワーク 副代表理事

頸部食道がん経験者。 勤務先では 2014 年秋より 専門職と し て社内コ ミ ュニケーショ ン強化や治療

と 仕事の両立支援策を推進。 こ れまで厚生労働省「 がん診療連携拠点病院等の指定検討会」 構成

員や「 厚生科学審議会がん登録部会」 臨時委員も務めています。

経営者と し て「 働く 仲間は企業の財産」 をモッ ト ーに、 がんサバイバーも 守り 、 疲弊する地方書

店の再建を果たし まし た。 現在は、 講演会活動や中小企業向けコ ンサルタ ント と し て、 働く 人や

中小企業に元気と 勇気を届けています。

近藤 昭恵

医療機関における両立支援の実際　 ～病院で仕事の相談できます

岩手医大医療福祉相談室ソ ーシャ ルワーカー

岩手県出身。 大学卒業後、 医療ソ ーシャ ルワーカーと し て勤務。 お一人おひと り の思いに丁寧に

耳を傾け、 その方ら し く 安心し て生活できるよう 、 一緒に考え、 サポート し ていく こ と を大切に

し ています。

中小企業コ ンサルタ ント 、

NPO 法人日本がんサバイ バーシッ プネッ ト ワーク 理事

産業医・ 相談員の立場から治療と 仕事の両立支援を考える

田鎖 愛理 岩手医大公衆衛生学講師、 岩手産業保健総合支援センタ ー相談員

岩手県出身。 1995 年に肺癌で父親が他界。 2005 年自治医科大学卒業後、 岩手県内の公立病院で

精神科医と し て勤務し ながら 岩手医科大学大学院を修了。 産業医経験を積み、 2016 年より 現職。

2025 年より 産保センタ ー相談員と し ても活動し ています。

総合司会 ● 堀内 玲子（ 山梨県がん患者サポート センタ ー・ ピアサポータ ー , NPO 法人日本がんサバイバーシッ プネッ ト ワーク理事）

司 会 ● 秋山 美紀（ 慶應義塾大学教授・ NPO 法人日本がんサバイ バーシッ プネッ ト ワーク 副代表理事）

第１ 部登壇にコ メ ンテータ ーが加わり 、「 両立支援」 について語り 合う と と もに、 みなさ まからのご質問にお答えし ます。

【 お問い合わせ先： NPO 法人日本がんサバイバーシッ プネッ ト ワーク事務局 contact@jcsurvivorship .net 】

第 1 部 講 演

第 2 部 パネルディ スカッ ショ ン

コ メ ンテータ ー 小島 俊一


